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10.通 信 機 器

COMMUN]CATJONS EQUJPMENT

昭和35年までに新しい枚稚として鋭意開発に努力L,着々成果を

挙げてきた各機儒が,昭和36年度にこおいていよいよ本格的生産に移

されるとともに,さらにその分野において用途に応じた各品種の拡

大が計られた｡

有線校勘こおいては,まずそれぞれの特色を待った各棟クロスバ

交換機の製品化および量産化が行なわれた｡中にはC21形のよう

に,技術輸出という輝かLい成果を納めているものもある｡また各

種の特殊交換装置,電話機における新形輸出用電話機を始めとする

各種の特殊電話装置,有線放送における超小形搬送装置を使用した

方式,あるいは秘話付個別呼F_一事l装一耶などその内容も一段と豊富にな

ってきた｡

また近来話題になっている滝十交換についてほ,現在画期的とい

える時分割電子交換機HITEX-3システムを製品化し,東京急行電

鉄株式会社に納入したことは高く評価されて良い｡

搬送機器において他にさきがけて多重搬

搬

高出力

電話端局装置,電力線

話装置のトランジスタ化に成功した口立製作所ほ,引つづき

力線搬送電話装置を開発してあらゆる種類の電力線搬送電

話装置の全トランジスタ化を完成したし同時にキャリヤーリレー,

信号伝送装置などの1､ランジスタ化による装襟の小形化を計った｡

多重搬送電話端局装跡こついてほ日本国有鉄道納内札マイクロ通

信装置,阪神

局装

気鉄道株式会社納13Gcマイクロ

を始めとし,12

信装置などの端

詰路ケーブル搬送電話装間としてCT-12

形を日本国有鉄道に納めた｡

電子機器として進歩の最もはげい､無線通信機の分野において

も,日立製作所は各機器のトランジスタ化,小形化にすぐれた成果

を挙げている｡

中でも昭和36年度の成果として特記すべきものはてイクロモジ

エールブロックの とこれを陸川した超小形ヘルメット

無線機の試作および阪神電気鉄道株式会社の~i~二通信l†Jl線として納入

した全トランジスタ化12Gcマイクロ通信装置であろう｡

またVHF帯におけるFM無灘紬軋 ~仁業FHテレビジョソ,放送糊

機器のSTリンク,イメージオルシニノンカペラなどのトラソジスタ

化の生産もいよいよ軌道に
ってきた｡

これらはいずれも柄成材料の自給から始まる全日1ヒの総合技術の

協力によって始めてなし得たものであり,今後の通信機器の動向を

推測する時この特長がますます発押されることが断言できる｡

10.】電話機および交換横

昭和36年はクロスバ交換機については,標

だ年であって,日本

化と経済化の進ん

信電話公剋向け,一般IrlJけを問わず,その適

用範囲の拡大化のための努力が払われ,大は1万阿線をこえかつ市

外階梯を有する局から小は数10回線の小自動交換楼まで,広範悶に

わたる増産が行なわれた｡一方その試験機類も整備されつつあり,

クロスバ方 の今後は明るいものと期待される｡

このようにクロスノミ交換株の標 化と増産に伴い,主要部品の改

良も着々と進み,これらの部品が高い信頼度を持っているために,

ストロージャ交換機の改良や手動交換枚にも利用されるようにな

り,これらの交換機類もさらに性能向上が期 できるようになっ

た｡特に36年度は水銀採点リレーの製品化が完成されて,その広範

囲の応用が注目されている｡

37年度において実施予定の日本電信電話公社の料金制度改定にそ

なえて,各種の課金用装置の生産が開始され,一部のものはすでに

実用に移F)つつある｡またこのための付属装置も着々と整備されて

いる｡

電子交換機閃齢こついてはわが国初の半導体を使用した全電子時

分割形中継交換機と部分電子加入者交換機が完成した記念すべき年

になった二､これらほ今後の交換機の動向に関する→つの試金石にな

るものと思われる｡

係で新い､輸出用電話機の完成があり,また逐次半導体

などを利用した 殊サービスの拡大が行なわれており,その前途が

期待され,有線放送関係にも伝送関係部品の導入がめだってきた｡

以上のように新しい方式に新しい部品が用いられるのみでなく,

在来の方式に新い､部品が導入される慣向が36年度には見られた

が,今後ともこの傾向は続いて行くものと思われる｡

10.1.1電話磯および室内装置

(1)輸出用電話機(HA-7仁l動式電話機)

先勺二,小形軽量をねらいとし7こHA-5,およびHA-6自動式

機を標 化し,広く海外f【了場に=Lてきたが,最近の電話楼意匠の

世界的な傾向石三春考とL,一には甘柿サービス機能部品の付加の要

求にそなえて,ケースを-中1り大きくしたHA--7形輸出用電話機を

作Lた｡外観ほ重厚な感をケえるデザfンで,ダイー1リレのナソバ

ーは回転敬の外側に配置してある｡

(2)トーソリソガ

鉄道関係の駅間連絡用とL 諸装置が従来使われていた

が,電車線の交流電化に伴い,個別呼出方法に大地を第3線として

使う在来方式は,誘導の問題から不可能となるので,大地を使わ

ず,通話線をそのまま使用して個別呼出ができる新い､連接線方式

が必要となってきた｡トーソリンガ装置はこの方式の端末機器とし

て製作し,国鉄へ納入したものである｡

これは写真に示すように,4号A自動式電話機を上部にのせる形

態のもので,着信はベル鴫音によらず,サウンドラジエータから識

別効果のある可聴 己1ブ~自号音によるようになっている｡この装置の内部

は,このサウンドラジュータ,リミタ回路,周波数同 回路,増幅

回路よりなる信号受信部,通話回路保持用リレー回路および空線表

示ランプ回路よりなっている｡

選択信号は478ないし1,000cノ/s間で8周波をえらんであり,各装

置はそのいずれか一つの周波数を受信したときのみ信号音を発す

る｡

この方式の装置は,前述のように

の電話棟は,標 の4号A自動式

障害を受けないほか,併用

話機をそのまま充当でき,また
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発着信時の操作も,連接線電話楼でありながら,普通の

信

式動自

機の場合となんら異なるところがないなどの特長を有する｡

(3)幹部秘書電話装置

本装置は構内自動交換機に付属Lノて設肺され,宜け,舶祉,銀行

などの幹部および秘書の電話交換に使用されるもので,幹部 話機

と秘書交換台より構成され,幹部電話機5同線札10回線用,40回

線用などがある｡

動作機能はつぎのとおりである.

(i)幹部 話機からの発信

電鍵操作により自動発信ができるほか,秘書交換台を呼出し,

発信依煩ができる｡なお中継台またはサービス台呼拙し接続が可

能としたものもある｡

(ii)幹部電話機への

秘書交換台でいったん応答し,必要に応じ幹部電話機へ転送す

る｡なお秘書台を繹価セず,匿接幹部電話機を呼出すことのでき

るものもある｡

(iii)秘書交換台の機能

上記幹部電話燐の発着信処理のほか,幹部電話機相互の交換接

続,および一般加入者と同様の自動発信が可能｡

(iv)なお秘書交換台に録音再生装置を装備したものもあり,通

話の録音再生を行なうことができる｡

10.1.2 有線放送電話装置

有線放送電訊ま軌11漁村への普及発願こ伴い,加入区域の拡大,

隣接石放施設との相互接続などが行なわれ,また個別呼出および同

一回線の加入者相互秘話機能の其備が要
されてくるようになっ

た｡日立製作所ではこれらの要卦ここたえて,本部装置間連絡用の

搬送電話装置,および秘話付個別呼出装~置を製作し,好評を得てい

る｡

(1)超簡易形搬送 話装醗(ポケット搬送)

トランジスタを使用した軽:削､形の搬送端局装置で,リングダウ

ソ方式の本部交換機間中 線用である｡長距離小継線を新設または

増設する場合,裸線またはケーブ′しの音声回線のみで実施する場合

に比較して,実[~り線が1川根の卜に搬送3卜】1線を重畳できるので,

線路費を節減でき,雑芹なF)ぴに損失の少ない良質の咋 川線存得

ることができる｡

電源は交流100Vまたは交換機電源24Vのいずれをも陵肝(さき,

消費 流はきわめて少ない｡小形軽註で(本体約30×19x7cI11重

量的2.5kg),2個以上重ねて置いても安克~で,場所をとらない｡

(2)秘話付個別呼出装置

加入者宅には電話機のほか,パルスによる選択機構(ミニエータ

リ･スイッチ)を設け,通話回路,スピーカ回路およぴベル回路に

その接点をそう入して,平常位置および特定パルス数の場合にのみ

これらの回路ができるようにしたものである｡

すなわち本部から加入者に対応するパルスを送出して被呼加入老

に対しての を形成せしめ,ベル鳴青による完全個別呼田

を行ない,また通話当事者以外の加入

路とも切れているので完全秘話が

は,通話回路,スピーカ回

現される｡

しかも発呼加入者が送受器をとり,あるいは交換手が呼出操作を

始めると同時に自動的に当該同線は全戸秘話となるので,

手数は全然ふえない｡また一斉放送中や回線訪中時にも,

合はどの加入者からでも本部を呼出すことができるなど,

長を有している｡第4図はこの選択機構に用いられる

り･スイッチを示す｡

10.1.3 クロスバ交換枚

(1)日本 信電話公社納クロスバ交換枚

交換手の

緊急の場

数々の特

ニニL一夕

大局用としてのC41,51形交換機は,さきに納入した田無局に

機
第
3
図

超簡易形搬送電

話装置本体
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第4岡 ミニエータリ

･スイッチ

第5岡 沼津局納C41,51形交換機

引続いて子･門津二局(12,5nOl｢り線),構須蟄局(10,600回線),今狛局

(6,800回線)をはじ♂)7局(50,400回線)を製作納入した｡

特に沼津局,横須賀屈服市外帯域性上それぞれ名~州重縁括区およ

び関東総括局に属する中心局および集中局であり これらの局のC

51形交換機には市内交換機能の他TS(TollSwitch)と称され新た

に開発された市外発信交換機,市外着信交換機を含んでおり,C41,

51形交換機のステージマーカ方式の特長を発揮している｡将 これ

らの局の傘▲卜にはC41,51形交換機による多数の端局が遇~置され,

これらの局間の交換を行なう市外発着信交換機として,う巨小卜継機

能,多周波信弓▲方式などのクロスバ交換機の特艮を退憾なく発揮す

ることが期待される｡

また昭和37年10月施行予定の通話料金制度の改~娃に対処し,新

料金制度に従った課金機能をもつZK装置を製作し今治局に納入し

た｡今後予定されている局にも引続き納入される予定である｡

またC41,51形交換機の適用範囲は従来2,000回線以上であった

が,この適用範囲を拡大して700回線以上とし,そのような小局は

無人従局とし,親局による稼動状況の監視の下に 用されることケこ

なった｡前述の横須賀局はこの方針によるC41,51形交換機によ

る無人従局をもっており,そのため無人従局を制御する機能を什呈

した｡
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第6図 C21号AT､′

カ梨

鳩7図 C5号A MF･＼.L

ク試験装置

さらに中′｣､局向けとしては,交換機のわがl司最凍ノの抜術輪‖1(ア

メリカ電信電話会社系のカナダベル電話会社向け)とLて田]され

ていたC21形クロスバ交換機が完成し,日本電信 話公社の五分

†摘および小島局に納入され,それぞれ椚和36年2月および8月

に開局した｡この交換機は加入者容量1nO-～1,000の完全共通制御

方式の無駄 用クロス/ミ小自動交換機の今後の腔準形となるもの

で,またその適用範囲の拡張も期待されている｡舞d図に本交換機

の一部のC21号Aマーカ架の写真を示す｡

昭和36年度にはクロスバ交換横の工事其購_‡】短縮のための努力が

メーカーでも払われたが,その重点は主として大帰川クロスバ交換

機の工事用試験機に向けられた｡

C41,51形自動交換機の工事試験は従来主として集中試験装置架

(MTF)を用いて実施されていたがMTFはサービス開始後の保守

点検用として設計されているので多種多量の工事試験を短期間に能

率よく実施することほ困難である｡この工事試験の能 向上,簡易

化および工期短縮を目標とLて,日本電信電話公社の指導のもとに

つぎの工 用試験器を開発した｡

(a)C4号Aナンバグループ検証試験器

ナンバグループ架の交さ結線の検証試験をMTFを用いること

なくナンバグループ架の前で行なえるもので能率は従来の数倍以

上である｡

(b)C5形出入トランク試験装置

C5形出入トランクのすべてに対Lてその相手装置を擬似さ

せ,市外中継線の完成を待たずに試 できる｡

これらはいずれも小形可搬形操作簡略でこれらの使用により今

後工事試験期間は従来の約1/2に短縮されるものと期待されてい

る｡

(2)一般PBX用クロスバ交換機

PBX用クロスバ交換機は,従来回線数および特殊 能の有無によ

り数種類の交換機を必要とLたが,このたび最も需要の多い100～

2,000回線の範囲を1椀種でカバーすることを目 に設計し,AX-3

形クロスバ交換枚として実用化を行なった｡AX-3形クロスバ交換

機は,3段接続の全共通制御式クロスバ交換椀で,回路,実装共に

完全に標準化されており,機能をおとすことなく極端に経済化

を行ない,また新しいフレーム併合方式を採用しているので,広範

囲の回線数にわたって経済的な交換機を提供することができる｡機

能的には本交換機は,有紐,無紐式のいずれの局線中継台にも適用

でき,私設中継線への発着信接続およびタンデム接続機能,セソダ

第胡巻 第1号

第8憐 AX3形クロスバ交換機の一部

隙能｣∴1･J,･省一榛ノ)PRX=帯サーイブ､機能か容易に｢川口千き三〉r巨1

に考慮されて-ねり,井部こ融通性グ)ご♭巨ご,効喚機∴一三ふる..

(3)国鉄糊クロスバ交換機

国鉄にJ封ナる端局および従局は,国鉄仝交換所の70ク;を.さjめ,

加入者回線は100回髄程度であり,拝瀦朝,保ノ､■J‥の簡易性の点か

ら,使用する交換方式は∴簡甲下 しかも全州トールダイヤルの番

号.汁抑こ適合できる無人端局側 準形クロスバ自動交換機が要求さ

れ,今川､形で融通性のぁるRX-1形小容量クロス′ミ交換機が開発

された｡=心像椚所では[l本睦1有鉄道の指導のもとに,最新の技術

をもってこれを完成し,第1-ぢ･機として国鉄新

納入した｡

に駅
､

｣ト山

RX-1形クロスバ交換機は,1段接続形式の全共通制御方式を採

用し,回線容量は加入者,中継線をあわせて80恒l線を単位とLて

160回線,240回線と2段階の増設が可能である｡本交換機の構造

は,策9図に示すように,自立形の完全防塵キャビネット形鉄架で,

両面にクロスバスイッチ,リレーグループなどを実装し,また信号

機,試験弾器,試験装置,電源整流器なども架内に

ので,設備⊥

ある｡

装されている

がきわめて簡草で床面積が少なく保守点検も容易で

(4)水銀接点リレー

クロスバ交換機用機器すなわちワイヤスプリングリレー,リード

リレーなどの開発実用化により,機器の性能は向上し,動作寿命は

第9図 RX-1形クロスバ交換機

､司
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従来のリレーに比し,10倍以上となり,接点機能の安定性は非常に

高まったが,特殊な使用条件たとえば低電圧,小電流を制御する接

点ではなお必ずしも満足な性能が得られない｡これに対し策10図

に示す水銀接点リレーは下記の主要な特長を有し,前記の諸要求を

満足するものとして開発される｡

(i)スイッチはガラス封入スイッチで,描ノ､■三が水銀でおおわJL

ているので,チャツタなく,接点の接触不良,移

なく,安定な動作をする｡

消耗,溶着が

(ii)高気圧水素が封入されているので接点の制御電圧電流が人

きい(適切な接点保護素ナを通日すれば,電流5A以下,電疋

500V以~F,電圧電流積250VA以F可能)｡

(iii)作動時問が短いっ

リレーは無極形(ET-100形)と有棒形(ET-300形)があE),可動

接点を共有する2対のメーク接点とブレーク接点を有し･,プラグイ

ン形になっている｡国鉄岡崎駅納RX-･1形クロスバl′l変装置などに

個~1ほれた｡

10.l.4 ストロージャおよび手動交換機

(1)課金およひ灘盛運猫

掘.;.キ加し入省がダイヤルすることにエリ直接遽距離の加人書･へ接れ

する巾外通話の自動化を実現するために,口本

導によ引距離別時間差法(カールソン法)による料金日動計算装置'壬

を開発し･た〔,これはこれまで手動による市外交換または近距離の日

動市外交換で採用されていた3分3分きざみの計算法を改めて,市

内通.講1旭話分7[--]を単位にし,71サで通話できる時間数を札卜手加

入者までの距離によって自動的に差~むっけようとするものである｡

いいかえかば市外通話はすべて7f二1トごかけられ 近いとこ/)ほ通話

時間を長くし退いところでは通話時間を短か･こしようとするもので

ある｡今回開発したのほレビーータ,レジスタ,トラン′スし-一タ,タ

イマを含む全装置で,37年秋の一斉別件えにさきだ-,て東京千代田

電話局そのほかで商用試験を行なっている｡また加入者から料金内

訳について苦情のあったときその加入者が通話した時間,相手加入

者番号,料金内容が公開できるようにしたA形略監査装置も大量に

製作され,上記装繹の設置されている局で 用に入っているが,こ

の装繹は料金に関する記録なするばかりで尤く市外通話がどのよう

に使用されているかを知り,今後の発達予想をたてる用途にも使用

されている｡

(2)`市外育および手動台集中用レビータ

市外電話 における直流電源設備は今日まで主として手動交換機

用の24Vと自動交換機用の48Vの2種類が設備されてきた｡今l･~享Ⅰ

新しく開発した6号市外台は手動交換機であるが,自動交換機の

48V電源を共用できるようにすることによって電源分割損を防ぐ

と同時に使用部品も自動交換機と統一するよう考慮Lた｡リレー類

は最近クロスバ交換棟に使用してその高性能であることが実証され

ているワイヤスプリングリレーを使用しているほか,気送管設備が

装置できるようにしたこと,柱間隔6nュの局舎に2列配置ができる

よう構造の小形化をはかったこと,時数計の保留棟能せはじめ各種

機能の追加,色彩の統一などのノ如こおいて大幅な改善が試みられた

市外台である｡

また■市外台をはじめとする手動台とその人件 を節減する目的で

35年度に引き続き手動台を1局に集中するための手動集中用レビー

タを開発した｡現在までに実用化されたのは信号伝送路としてCX

またはDX信ぢ一装置を使用するもので,内容は舞】表のとおりであ

る｡

(3)AKC--1共最式~交換機

本磯は,10回線無紐卓上形,押ばタン虻共電式交換機で,卓上捜

作箱(弟1る図)と電源装置よりなる｡卓上操作箱は,優 な金属製

(左)有棒形(ET-300形)リレー (右)無棒形(ET,100形)リレー

第10図 水 銀 接 点リ レ ー

＼
.
-
与
一第11図 課 金 装 置 筍12図 課 金 装 置

(トう:ク窯) (タ イ マ架)

第13図 A 形 略 監 査 装 置

第14図 6 号 市 外 台
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第15図 3垣1線CXA-1号市外入レビータ

第16岡 AKC-1共電式交換機

第1義 手動集中用レビーター覧表

用 途

CXA-2号発信レビータ

CXA-1号市外入レビータ

CXA→1号空番レビーク

CXA←1号市外出レビータ

A形セレクタより接続され市外信号装置を経て自動即
時通話あるいは手動台集中局に対する特番接続を行な
う｡

な
込
0

行
割
る

を
ぴ
い

中
よ
用

集
お
て

台
推
し

動
中
と

手
出
タ

った場
合, 集中局市外台よりの市外

出中継接続に対する子局側入レビー

A形コソネクタより接続され市外信号装置を経て親局
通知台に対し,空番接続をするのに用いる｡

手動台集中を行なった場合,集中局側に設置し,市外
台から出中継装置およぴセレクタを経由して接続さ
れ,子局側入レビークを経由しての出中継接掛こ用い

●

のケースで,事務机などの上に設置し,事務の片手間に交換操作が

できるので,病院,旅館,学校,事務所などの小規模の交換装置と

して最適である｡AKC-1共電式交換機は,下記の特長を有してい

る｡

(a)卓上形無ひも押ボタン式で,半自動式となっているため,

操作が簡単で, 務の片手間に交換操作ができる｡

(b)内線10回線(20同線まで収容できる｡)局線4回線を収容

できる｡

(c)対局は,自動,共電,磁石式といずれにも使用できる｡

(d)l勺線線路抵抗ほ200n･まで,局線線路抵抗は,自動局,

磁石局の場合は1,000n,共電式局の場合は750王ュまで使用でき

る｡

(e)電源装置は,

のエリ

する｡

ネータ電

入力AClOOV±10%,Lu力DC24V±2V

で,停電時も使用できるように蓄電池を併用

本交換機用として,FH形 鯉を設計製作したが,こJLを弟17図

に示す｡本電鍵の特長はつぎのとおりである｡

(a)集成形押ボタン電鍵で,FIi-21,22,23の3種類あり,ボ

タン動作は,種々の動作組合せをつくることができる｡

(b)集成形であるが,1偶のボタンに対するバネ街載枚数は,

従来品より多く,最大11杖である｡

(c)ボタン復Il]用マグネットを備えている｡

(d)長石命である｡.

(4)擬 ミそニ‡

交換機類の開発に伴い,これに使用する機器類についても,開発

ならびに改良を行なった｡以下にこれを例示する｡

--112

第44巻 第1号

第17図 FH 形

..†せが守…箋

第18図 FD形電鍵

(a)FD 形

本品は主としてPBX交換機の無紐中継台,秘書受付台などの

台類に使用するもので,策柑図に示すとおりランプ1個を内蔵

した自照式押ボタン形電鍵であって,バネ組合せは2トランスフ

ァである｡電鍵とランプ受口を一休にして小形化したので実装ス

ペースを減らすことができるとともに,ランプを内蔵しているた

め誤操作を防ぐことができる｡

(b)交換機用セレン整流器の改良

交換橙用撥器小形化の一環として,セレソ整流器の改良を計っ

たもので,従来品ほ取付ネジを軸として適当枚数の整流 子,タ

ソシを積重ねて構成しているが,改良品は第19図に示すとおり

一面を開口した樹脂ケース内に整流素丁およびタンシを適当枚数

組込み,組込後閑｢1部に注形樹脂を注入L完全密閉したものであ

る｡

本品は,日本 信電話公社にも採用され,現在口立製作所で製作

中のクロスバ交換機に全面的に使用している

本品の特長は次のとおりである｡

左より従来品,改良品1形,改良品2形,改良品3形

第19図 改良形セレン整流器
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第20図

5号Eコ

ネクタ

(i)セレン

第21岡 HITEX-3 小 継 方 式 図

チの改良により正方｢句特性が良好で,かつ小形で

ある(従来品の1/2～1/3)｡

(ii)樹脂ケース内にセレン素子を封入しているので,空気中の

ガス,湿度の影響を受けず経時変化もほとんどない｡

(iii)部品点数が少なく, が容易である｡

(5)大代表加入者呼出し装置

10同線以上の局線を有する加入者を呼び出す際,その中で空いて

いる局線を自動的に選択する装置すなわち大代表呼び出し装置とし

てつぎの装置が開発された｡

比 的少ない回線の大代表加入者を呼び出すには上昇回転スイッ

チを使用し呼びがあったときに必要レベルを自動的に上界回転して

捜線する方式が採用され,この装置として市内呼用,市外呼用,市

内外兼用として2号K,4号C,5号Eの各コンネクタが実用にな

った｡さらに大きな回線の大代
加入者を呼び出すには加入者番号

の10位および1位を選択に使用Lないで吸収し,1括100回線以■F

の回線選択を行なう装置としてAl号,A2り一,A3号の大代表リ

レーグループが設計された｡これらの大代表呼び出し装置は単独で

は空いている回線を選択する前提として加入者番号が連崩している

ことを必要とするが,別に設計されたAl号,A2号大代 ライン

スイッチシェルフの付加により,不連続な番号を有する加入者を順

次選択できる｡

10.l.5 交換機の電子化

(1)東京急行電鉄株式会ネ=三1山ケ丘交換所納 子交換機

わが国最初の実用化である時分割式電了▲交換機が完成しHITEX-

3システムと命名され昭和36年8月東京急行電鉄株式会社‖l_hケ

丘交換所に納入された｡HITEX-3 システムは,加入者容量640回

線の半電子式加入者交換機LSと出入線容量それぞれ30回線の時分

全電子方式による中継交換機TSO,同機能のクロスバ交換方式

による中継交換機TSlよりなっている｡

本システムの中継方式を弟21図に,また時分割仝`宣子式中継交

換機の外観を弟22図にしめす｡

電子化は半導体(トランジスタ･ダイオード)によりなされ,こ

れらの

加入者電話機
主配線盤
レジスタ

レジスタリこ/ク

自局内トラノク
特殊トラソク
ノ､ウラトラソク

マーカ

ナノバグループ

マーカ起動回路
空番号トラソク
トーキトラソク

トーキ装置
試験装置
トーキ電源
主パルス発

ライ▲
ト
ラ

ソジス

両

ク
タ

ン
ノ

ララト
L
-
ク

出
入
ソ

間
間
ラ

ダ
タ
ト

ク
ク
向

レ
レ
方

主配線盤

直流トランジスタコソバータ
トラソジスタ直流コソバーク
ハイブリッド

ろ波審
変調器
復調器

ハイウェイ1
ハイウェイ2

位相検用器

レジスタ位相記憶器
レジスタセレクタ

レジスタ

レジスタコントローラコネクタ
コソトローラ

トランク位相記憶器
主′ミルス発生器
リセットパルス発生器
トランジスタ直流電源
トラソクビジー表示器
トールセレクタフレーム

トールマーカ

トールレジスタ

子をプリント配線を用いたパッケージに組み込んで基本回

路を構成し,この

てある｡

本回路を結合して必要な磯能をはたすようにし

(2)ER500形電子ユニット

さきに開発したERl形電子ユニットについで,中継線交換機を

全電子化したHITEX-3システムのために,ER500形電子ユニッ

トを開発実用化した｡

これほ弟23図に示すように,トランジスタ,ダイオード,抵抗,

コンデンサなどを,両面プリント配線を用いて効果的に実装したユ

ニットである｡両面配線の採用により,相当複雑な回路のプリソト

配線が可能となった｡

子化した中継線交換機は,パルスの繰返し周波数が300kcと

非常に高く,配線の長さが問題となるので,配線の分布容量およぴ

イソダクタンスによるトラブルを除くため,一つのユニット内に比

較的多くの回路を 装する形式をとってある｡

第22岡 HITEX-3TSO正面図
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表裏2商およぴソケγトを示してある

第23図 ER500形電子ユニット

上から,励振部,表示部,メモリモジュール

(8モジュール,1モジュールは350ワード)

読取増幅器である｡

第24図 メタルカードメモリ装

置

ユニットは,製造,点検,保守を考慮し,プラグイン形式とし

た｡また策23図にユニットとともに示してあるように,ER500形

電子ユニットのために,無はんだ巻付け端子を有するソケットも同

時に実用化した｡

(3)メタルカードメモリ装置

日本電信電話公社,電気通信研究所の要求により,メタルカード

メモリ装置の,重点をメモリモジュールにおいた試作を行なった｡

本装置の原理は,1対のプリント板のブターソにより構成される

励振線,読取線問の相互イソダクタンスによる高周波 流の伝送

を,良導体製のメタルカードの穴のあり,なし(0,1の情報に対

応し,穴のある場合に伝送され,穴のない場合にはしゃへいされる)

によって制御するもので,半固定記憶装置として,電子交換機のナ

ンバーグループ,プログラムコントロール,その他に使用されるも

のである｡

今回の装置は,約15,000ワード(1ワード32ビット)の全シス

テムのうちの一部を試作したものであるが,メモリモジュールは,

特に全実装を考慮し,将来の生産も考えて,量産に適する設計およ

び工程の検討を行なった｡

第24図に本装置を示すが,励振部,表示部,メモリモジュール,

読取増幅器からなっている｡メモリモジュールは8モジュール実装

されているが,1モジュールには14×25=350ワードが収容されて

おり,各ワードごとに1枚のジュラルミソ製メタルカードがそう入

される｡読取増幅器には,ER500形

タユニットを使用した｡

子ユニット類似のトランジス

10.2 伝 送 横 器

36年度において伝送機器における大きな前進は,電力線搬送,キ

ヤリヤリレー,搬送 信,多重 話端局において,全トランジスタ

による標準シリーズを確立したことである｡

電力線搬送装置においては,最も困難とされたトランジスタによ

る高出力送信増幅器を業界に先んじて完成した｡これは独特の設計

により,真空管式とほぼ同等の25dBm/CHの高出力をもつ画期的

なもので1～4CHをPJシリーズとして各

いている｡

力会社にご愛用いただ

キャリヤリレーについては日立製作所はリレー部(国分工場)と

搬送部(戸塚工場)を同一メーカーで製作し得るという利点より,

両者の緊密な協同開発により全トランジスタ化が計画推進されてい

る｡その搬送電流装置の全トランジスタ化は36年度にその基本を

確立し,送信出力40dBmのPK-18E(方向比較方式),PK-10C

(指令式)の標準機種を開発製品化Lた｡

日立製作所においては,早くよりデータ伝送に対し熱意を以て開

発を進め,すでに∴NS-1形信号伝送装置をもち,日立独特の瞬断雑

音測定器,誤字率測定器など駆使して,データ伝送上よりみた回線

品質の診断を行ないつつ,その需要開拓に努力してきたが,36年度

はさらに搬送電信端局として6CH,12CI壬のNU形標準品を開発

した｡

すでに開発中であった多重電話端局についてはマイクロ,VHF,

無搬用として12,60,120CHのMTシリーズ,ケーブル用として

CT-12(短搬)が実用化され国鉄,私鉄,各電力会社などに続々納入

実績を重ねつつある｡

36年度のトピックとしては電々公社市外クロスバー局用としての

信号装置の開発である｡公社仕様に基づくC81号A¶MF電源架,

C81号A-FMF受信器,C81号A-DT受信器,VA-2号聴話増幅

器などが開発完成され日立クロスバー市外交換機の重要な一翼をに

なった｡

10.2.1多重喘局装置

昭和35年度より実用期に入ったオールトランジスタ形の多重端

局は,その後着実に改良を重ね,CCITT規格に準拠した120通話路

形,60通話路形,および12通話路形の無線用多重端局ならびに12

通話路形のケーブル用多重端局を実用化した｡

実用化の目標として小形化のみならず顧客の保守,試験などを十

第25図 CT-12形12通話路

ケーブル搬送端局装置

第26図 MT-120形120通話

路無線用撒送端局装置
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分考慮した試験盤,ジャック盤の改良および原価低減に留意して製

作されている｡

(1)CT-12形12通話路ケーブル搬送装置

本装置は,いわゆる短搬といわれるもので,1･3mm,1･2mmま

たは0.9mmの搬送ケーブルを伝送路として,群別2線式により12

通話路を構成するもので,10ないし20kmごとに中継機を設置し

100km程度の回線を構成するに適している｡

本装置を使用した回線は従来の裸線搬送方式に比し,国際規格を

満足する良質な通話品質を確保することができ,また台風などの天

災に対する安定度も高いものであるため,鉄道,電力会社などの短

距離業務用電話回線として最適なものである｡

(2)MT-120形120通話路無線用搬 端局装置

本装置は2,000Mcないし12,000Mc帯のマイクロウエーブFM

無線回線を伝送路として,SS-FM方式により120通話路を構成す

るもので,全長2,500kmのCCITT標

十分に通話品質規格を

擬似回線に使用した場合,

足するものである｡

本装置は国有鉄道,電力会社,

して使用される｡

弟2る図は本装

企私の他のそ の長距離幹線用と

の60通話路実装のもので,現在口立 作所本社

一日立工場間に使用され威力を発揮している｡
10.2.2 標準形トランジスタ電力線搬送装置

かねてより鋭意推進中であった高出力トランジスタ増幅器の,開

発成果により,これを使用した標準形トラソジスタ電力線搬送装置

のシリーズを完成した｡

力線搬送装置は,伝送線路たる送電線に固有のコロナその他の

雑音に対抗し,十分なるS/N比を得るために大出力を要求され,

法規上も10Wまでの出力を認められている｡わが国では,第二次

大戦直後の揺らん期においては,比較的長距離区間が多かったので

制限一杯の10W出力 置が製作されたが,その後,次第に回線網

が整備され区間長が短くなった結果,現在ではほとんどの場合,

+25dBm/CHの出力で十分とされている｡

この度完成した標準形トランジスタ電力線搬送装置は,全トラン

ジスタ式で+25dBm/CHの出力を有し,一般性能はもとより,ト

ラソジスタ化装置における最大の難関とされていた送信出力の点に

おいても,従来の真空管式電力線搬送装置に比べておとるところが

ない画期的なものである｡

標準化シリーズは,1通話路形(PJ-17形),2通話路形(PJ-27

形),4通話路形(PJ一･47形)の3機種よりなり,共通のユニットの

組合わせによって構成できるようになっている｡

その主要な仕様は弟2表に示すとおりであるが,その特長は次の

とおりである｡

(1)ユニット構造の採用により種々の要求仕様にマッチした構

成をとり得る｡

(2)送信出力は各形共十25dBm/CHであるので,ほとんどす

べてのケースにおいて十分なS/N比が得られる｡

(3)真空管を使用していないので,電源装置が非常に簡単であ

る｡一一48V(または-24V)の蓄電池による運転も可能である｡

第2表 標準形トランジスタ電力線搬送装置一覧表

第27図 PJ-17形電力線搬送

装置

第28圃 NU-2407形搬送電

信端局装置

10.2.3 信号伝送装置

(1)搬送電信端局装置

搬送電信端局装置ほ,従来主として公衆文書通信に使用されてき

たが,事務の機械化とデータ集中処理の要求により,その通信回線

として鞍送電信端局装置の需要は急激に増大している現状である｡

日立NU2407形搬 電信端局装置は,この様な要求に応えるた

めに設計製作された24通信路搬

を有するものである｡

電信端局装置で,次のような特長

(i)CCITT勧告に準拠している｡

(ii)CCITT勧告により構成された搬送電話回線の音声帯域内

に,24通信路をとることができる｡

(iii)活性回路としてトランジスタを使用し,また他の回路部品

もそれに相応して,長寿命でかつ小形部品を採用したので,装置

は小形化されている｡

(iv)従来の有極リレーも高耐圧トランジスタの開発によって,

トランジスタ化されているので,装置全体が均等なレベルで安定

化されている｡

(Ⅴ)劣化部品を使用していないので,半永久的な寿命を有して

いる｡

このほか,NU607形6通信

路搬送電信端局装置,および国

鉄仕様に基づく音声帯域外

端局装置を製作し,各方面の需

要に即応しうる態勢を整えた｡

(2)トランジスタ化キャリ

ヤリレー用搬送電流装

トランジスタの真空管に対す

る優位性が実証されるにつれ

て,キャリヤリレー用搬送電流

霞もまたトランジスタ化され

る機運になってきた｡

日立製作所は,すでに昭和33

年上期全トラソジスタ化搬送電

流装置を製作し,東北電力株式

会社の現用回線に重畳し,1年

間の実用 験を行なった結果無

放で特性劣化もないことが立

第29図 PK18B 形搬送電流

装置
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証された｡

こうした他社にさきがけた製品化と,その実績により,36年度に

は関西電力株式会社に27端局,東北電力株式会社に10端局(中1

端局は東京電力株式会社),中部電力株式会社に6端 (中1端局は

源開発株式会社),合計43端局の受話を確保し,キャリヤリレー

用搬 電流装 のトラソジスタ化に,他にさきがけて大きな第1歩

を踏み甘した｡

トランジスタ化に当り,方向比較方式に対しPK-18形を,指令

式に対しPK-10C形を標準装置として設計し,需要に応じうる態

勢をととのえた｡

PK-18B形搬送電流装置ほ,故障時送出阻止釈放式のキャリヤリ

レー系に使用される様設計されたものである｡リレーとの接続は接

点の授受により行なわれ,送信管のみ真空管を使用し,線路への出

力は+40dBmである｡

PK-18E形搬送電流装置もまた故障時送出阻止釈放式のキャリヤ

リレー系に使用されるもので,リレーとの接続は,送信側はリレー

接点であるが,受信側は高耐圧トランジスタを使用し,送信増幅器

を含めて全トランジスタ化されている｡出力は+40dBmてある｡

PK-10C形は指令式キャリヤリレー系に使用されるもので,リレ

ーとの接続は接点の授受で行なわれ,送信増幅器を含めてトランジ

スタ化されている｡

キャリヤリレー用搬送電流装置は,その使用目的と,使用条件か

ら考えて,無事故,無保′巧:という強い要求があるが,トランジスタ

化によりその要求にこたえることができたといえよう｡

10.3 無線通信機

無線通信機,特に移動無線機については,機器の小形化ならびに

電波不足に対する対策が急務である｡

前者についてはトランジスタ化に主力が注がれ,36年度には全ト

ラソジスタ化した30～50Mc帯小形送受信機,送信機の一部を除き

トランジスタ化した60,150Mc帯の5,10,25W移動無線機を完

成,郵政省の形式検定試験に合格すると共に, 力,官公庁,タク

シー会社など各方面に納入を行なっており,真空管式のものにとっ

て代りつつある｡なお超小形化としてマイクロモジュールの開発が

あるが,われわれはすでにこれを使用して30～50Mcのヘルメット

無線機の試作を完成した｡

後者については,400Mc帯移動無線機の開発,一波を多数の使用

者が共用し得る選択呼出装置の完成がある｡これについては日立製

作所はいち早くタクシー用,銀行用,有線式などを完成した｡今後

この方面での 要増大が大いに期待される｡

多重装置については既開発の160Mc帯,7,000Mc帯の外36年

度には400Mc帯,2,500Mc帯,12,000Mc帯多重無線機を完成し

た｡この内12,000Mc帯のものはわが国で初めての本格的な全トラ

ソジスタ化マイクロ波無線機であり,クライストロン,トランジス

タは総て日立製作所で新しく開発したものを使用している点と合わ

せて画期的な製品と考える｡

工業用テレビジョンについては,トランジスタ化した簡易形を完

成したほか,新しい応用分野の開発に成功した｡なおこの一応用と

して特殊な方式を用いた小切手照会装置などの事務用機器の開発を

完成している｡

10.3.】超短波無線轢

超短波(60Mcおよぴ150Mc帯)FM無線機のトランジスタ化に

ついてはすでに35年度より着々その研究成果を上げてきたが,36

年度には出力5W,10W,25Wの各種標準形トランジスタ化超短

波FM無線機の開発を完成,電波法による形式検定に合格すると共

に量産に着手し,電力会社,官公庁,一般民間会社,タクシー会社

第朝巻 第1号

第30図 SEM-1011A型150MclOW車載用FM無線

第31図 SEM-1013A型150MclOW車載用FM無線機

などに大量に納入するに到った｡

超短波(160Mcおよび400Mc帯)多重無線機についてほ真空管

式をもって標準化を完成し,東北電力株式会社,関西 力株式会社

などの業務用多重通信に使用されているが,さらにトラソジスタ化

多重無線機を研究開発中である｡

超短波帯移動無線方式については電波監理局を中心として34年

度より研究が進められていた自動選択呼出装置(通称セレコール装

置)の方式が纏まり,タクシー,金融事業およぴサービス業務無線

用セレコールの電波監理局技術基準が判定された｡R立製作所にお

いてもこれら各種セレコール装置の 準化を完成し,各所タクシー

会社,サービス業務に使用されている｡

無線機の超小形化については,かねてよりマイクロモジュール素

子を研究してきたが,実用試作枚SEM｣)115形ヘルメット無線機を

完成した｡この分野における将来の発展が大いに期待されている｡

(1)トランジスタ化超短波FM無線機

(i)SEM-1011A形150MclOW車 用無線機

本棟は受信部および電源部が全トランジスタ化され,送信部も

低周波部がトランジスタ化されている｡

受信郡は制御部と一体構造とし自動車のダッシュ板に吊下げて

使用し,送信部は電源部と共に座席の下またはカートランクに設

置する｡いわゆる分離構造となっている｡

(ii)SEMLlO13A形150MclOW車載用無線機

木椀は送信部,受 部,電源部,制御部を→体として組み立て

られている｡トランジスタ化についてはSEM-055A形と同じく

受信部,電源部および送信低周波部をトランジスタ化してある｡

本棟は東京電力株式会社へ約30台納入され好評をうけている｡

(2)超短波多重無線機

(i)SEF-401M形160Mc帯40W多毛無線機

本機ほMT-12形多重端局装置およびレビータと組み合わせ

て,搬送12通話路,打合1通話路を構成し得る160McSS-PM

無線機で,変復調器には6dB/Decのエンファシス特性を与

えてS/N改善を行なうときにコン㌧ペソダによる占有帯域幅の縮

少,受信帯域の狭帯域化を行なっているので外来雑音の妨害が少

なく,かつスレシオールド入力が低いので長距離の回線または市
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第32図 SEF-

201M形400

MclO/2()W多

重無線機

二.一叩-

~っ｢㌻:
広遍｢==二

(タクシー無線基地局用セレコール装置)

第33図 SSB-14形分散基地局方式日

動選択呼出装置

街地に使用しても良好な通話を確保できる｡

本機ほ東北電力株式会社仙台一広淵問および青森一[Il名部間の

いずれも見通し外地域問の回線に使用され良好に動作している｡

(ii)SEF-201M形400Mc帯20/10W多重無線機

木機は関西電力株式会社神戸一洲本閲海上50km回線に使用さ

れている｡受信部には遅延 補償のブロックフィルタを使用して

急しゅんな選択度特性を得ているため大阪地区の同一周波数帯電

波の妨害を受けることなく良好に動作している｡本機についても

ェソファソス特性によるS/N改善を行ない良好な通話品質を得

ている｡

(3)セレコール装繹

(i)タクシー無線用セレコール

SSB-14形基地局装置およびSCM-14B形移動局用制御器付セ

レコール,SCM-18形移動局用付加式セレコールの種を完成,日

立標準形真空管式およびトランジスタ式超短波無線機に接続して

使用される｡

(ii) 地局方式セレコール装置

主としてサービス業務用セレコールに使用される ｣カ｢可動基中

式用SSB-15形セレコール装繹を開発した｡

木機は加入者最大8社iこ対して基地局を1局とし,各加入者と,

その共用基地局との間は市内部†】線1回線をもって接続すること

とするので,分散基地局方式と比 すると無線阿線の利用率が高

く,かつ混信が絶無であるという利点がある｡

(iii)銀行用セレコール装置

金融事 用無線についてもセレコール装置が使用されるが,本

第34岡 セレコール付タクシー無線佐川状況

＼
＼

第35図 SSB-

15形集中基地

局方式日動選

択呼出装置

第36図 SEM一っ115形ヘルメット無視機

神電鉄株式会社に納入した｡木装躍はオールトランジスタ化されク

ライストロンは日立製作所において開発された12VlOを使用して

いる｡その主要性能は次のとおりである｡

機は非常呼出の槻能を有し,移動局が非常呼出を行なうと自社基

地局には個別 別を,他社基地局にほ非常常態を表示し一ヒレコー

ルのロック機能が開放される方式となっている｡

(4)超小形無線機

SEM-0115形ヘルメット無線機はマイクロモジュール素子を依っ

て組み上げられ,寸法は送受信機幅45mm,奥8Omm,高30mm,

重量150gと小形化に成功した｡マイクロモジュール素子について

は信頼度向上のため鋭意研究続行中である｡

10.3.2 マイクロ波多重無線装置

近時民間多重通信用として12,000Mc帯が割当てられ日立製作所

はこの周波数帯の第1号機としてUXFT-011形多重無線装置を阪

周波数範囲

通話路容量

送 信 出 力

雑 音 指 数

小間周妓滞域幅

所 要 電 拡ミ

12,200～12,450Mc

60CH

】_00mW

15dB以下

4Mc

DC24V±10% 約9A

さらに日立製作所でほ2,500Mc帯,通話路容量120CIiのUXFM-

51形多重無線装腔を開発し本社と日立｣二場間の社1月マイク可回線

を完成した｡本装托は最近｢]立製作所で製品化したクライストロン

Ⅴ一一33およびセラミックタイプ3CXlOOA5を使用し=力約5W,

雑音指数12dB,中間周波瀾闇肺8Mcである｡

10.3.3■ 工業テレビジョン装置

最近工 テレビジョン(ITV)の実用性に対する一般の認識が急

速に高まり,各産業をはじめ,経済,教育面に生るまで,積極的に
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第37図 UXFT-011形12,000

Mc多重無線装置
第38図 UTT-201形UHF映

像送信機の内部

利用Lはじめてきた｡最近の新らい､応用としては,住友金属株式

会社和歌山製鉄所の熱間圧延設備を6台のカメラにより遠隔監視

し,運転を行なうものや,京都郵便局で郵便物の堆積状況をカメラ

5台により集中監視を行なう試みなどがある｡

また銀行,会社などにおいて,ITV応用による事務合理化の計画

が進行し,バンカーピジョン,店内テレビなどの実施がふえつつあ

る｡

これら応用面の拡大に伴い,取扱容易,低価格な装置の需要が増

大したため,トランジスタITVの開発が行なわれた｡

(1)バンカーピジョン

昨年に引続き名古屋東海銀行および東京三和銀行に納入し,それ

ぞれ本支店間の業務連絡に活躍している｡これらを含めて現在まで

の納入実績は5式となり,ITV無線伝送の分野における日立の優位

は確立した観がある｡弟38区=こバソカービジョソ用15W映像送

信機の内部を示す｡

(2)チェックアイ

小切手照合用の銀行店内用ITVで,クライングスポットスカソナ

(飛点走査機)の原理を応用している｡撮像管を使用していないので

取扱操作が容易である｡解像力もすぐれており,照明装置が不要で

ある｡

(3)トランジスタITV

きわめて小形軽量なカメラきょう体の中にトランジスタ化された

一切の回路が納められている｡価格が安く,消費電力が少なく,取

扱が簡単であり寿命も真空管式に比べて長いので,将来は一般の家

庭まで 要が期待できる｡

カメラから同軸ケーブル1本で家庭用のテレビ受像機に接続すれ

ば,良好な画像が受信できる｡第39図にその外観を示す｡

第39図トランジスタITVカメラおよび遠隔制御器の外観

第44巻 第1号

第40図 TB【12形オルシコソカメラ装置

(4)Ⅹ線ITV

医学の診断や,工業方面の非破壊検査などに使用すれば,別室で

Ⅹ線障害を受けることなく明るい鮮明な画像を観察することができ

る｡イメージオルシコソカメラを使用した工業用並びに精密診断用

と,ITVビデコソカメラを使用した一般診断用がある｡トラソジス

タ化イメージオルシコンカメラを用いた精密診断用のものは長崎医

大に納入され,好評をいただいている｡

10.4 放送用機器

放送用械器とLては,昨年に引きつづきトランジスタ化を主体と

して強力に開発を推進している｡

すなわち,スタジオ機器としては,トランジスタ式イメージオル

シコソカメラ,一部トランジスタ化したカラー用3イメージオルシ

コソカメラおよびフイルム用3ビジコンカメラを完成した｡また移

動用カラーテレビ局,いわゆるカラー中継車を完成好評を得てい

る｡

テレビジョン中継装置としてほ,既開発の3.5～13Gc帯の各種

STリンク,フィールドピックアップ(FPU)の外今回新しくトラソ

ジスタ化した7GcIW用のSTリンク並びにFPUを完成している｡

なおテレビジョン用サテライト局としては,VHF帯の大電力サ

テライトはすでに完成済みであるが,今回新しく全トランジスタ化

した徴電力サテライト局を完成した｡またUHF帯の大電力サテラ

イト装置は現在鋭意開発中で喧,る｡

】0･4.1テレビ放送機器

(1)トランジスタ式イメージオルシコソカメラ装置

第41図 丁王iC-4形3イメージオルシコソカラーカメラ
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第42図 RKB毎El納4W形STL装置(送信部)

最近,テレビスタジオ機器のトランジスタ化がますます盛んに行

なわれているが,トランジスタ式イメージオルシコソカメラ装置は

ウォーキルッキ,同期信号発生器などとならんで,トランジスタ機

器として実用された｡

TB-12形トラソジスタカメラはNHK技術研究所のご指導により

日立製作所がわが国で最初に製品化したもので,すでに東海テレビ

放送で800Mc帯ウォーキルッキと共に現業カメラとして活躍して

ぉり野外中継その他に十分な機動性を発揮している｡なお目下日立

標準トランジスタ式イメージオルシコソカメラ装置の製作中であ

り,これは従来の真空管と同等以上の性能をもつものと期待されて

いる｡

(2)カラーカメラ装置

スタジオカラー装置として,TBC-3形3ビジコソカメラ使用の

TB--32形3ビジコソカラーカメラ装置を完成し,日本テレビカラー

中継車,日立サルーソなどで実用しており,またTBC-4形3イメ

ージオルシコンカメラ使用のTB-13形3イメージオルシコソカラ

ーカメラ装置を引き
き完成し,カラー中継車で使用している｡

TBC-3形カメラは撮像管にビジコソ3本を使用した全 子管式

据置形で,カラーのスライドならびにフイルムの撮影に使用され･

プロゼクタなどと組み合わせられる｡

TBC-4形カメラは撮像管にイメージオルシコソ3本を使用し,偏

向部,高圧部は電子管,その他パルス増幅,映像増幅などはトラン

ジスタによっている｡主としてスタジオ番組の撮影に使用され,ク

レーードルヘッドならびに三脚ドリ,またはペデスタルと組合せる移

動用カメラである｡野外撮影,中継用カラーカメラとしても使用さ

れる｡本カメラはNHK技研の御指導を得て完成した｡

(3)テレビジョン中継装置

カラーテレビジョソ用中継装 は,カラー特性が問題とされてき

たが,これを改良したカラー用中継装置を完成した｡7Gc帯(カラ

ー用)では,NHK宮崎,旭川,盛岡,大阪,松江,長崎およぴRKB

毎日にSTLを納入し,特にRKB毎日納入STLは進行波管7W33

および反射板を用い約60kmの距離を中継し好成続を得ている｡

3.6Gc帯(カラー用)ではNHK大阪,MBS毎日にそれぞれSTLを

納入し使用されている｡

また小形軽量化,消費 力の逓減などの目的で全トランジスタ式

第43図 7,00OMc帯オールトランジスタSTL装置

第44図 オールトランジスタ徴

電力サテライト装置

STLおよびFPUの試作を完成し実用化を進めている｡

(4)サテライト装

日本におけるテレビのアービスエアリヤはまだ総面積の80%に

とどまり最近発表された第2次チャンネルプランにより相当数のサ

テライト局が設置されることになる｡日立製作所ではすでに10W,

25W,100W,500Wの標準形を発表し,さらにUHFサテライト

装置も35W,100Wを開発中である｡また,最近山間の小範囲を

対象とした徴電力の無人サテライト局が必要となり,この要求に応

ずるためN=K放送技術研究所のご指導のもとに出力50mWの徽電

力サテライト装置を開発した｡

木装群は日立製作所で開発したトランジスタを用い全トランジス

タ化しており,防湿容器をさらに埋設容掛こ収容し地下に埋設して

外気温度の影響を少なくしてあるので全国どこにでも設置すること

ができる｡

電源は交直両用で商用電源の引込困難な場所でも蓄電池を用いれ

び1箇月以上連続運転でき,親局の電波の有無によって

し消費電力を少なくしまた無人で使用可能となっている｡

出 力 50mW

送信周波数 第3chを受信し4chにて送信

受 信

電

界 50～70dB

源 100VACまたは18VDC

源を入切




